
事業所名：

目標達成計画 作成日： 平成 29 年 2 月 16 日

【目標達成計画】　　　注）「項目番号」の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。

優先
順位

項目
番号

次のステップに向けて取り組みたい内容 目標

1 36 ○一人ひとりの尊厳とプライバシーの確保
スタッフの対応によって居心地の良い生活空
間になるよう思いやりの気持ちを持ち一人ひと
りに合った対応を心掛ける。

6 ヶ月

2 35 ○災害対策
施設屋外の整備を整え実際の災害を想定した
災害非難訓練を行う。

12 ヶ月

3 4 ○運営推進会議を活かした取り組み
地域交流のあり方を利用者さんの機能やニー
ズに合った交流方法を考えていく。

6 ヶ月

4 40 ○食事を楽しむ事のできる支援
食事献立の見直しを行い栄養面の偏りがない
かチェックする。

6 ヶ月

5 ヶ月

目標達成に
要する期間

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

（有）グループホームせいゆう荘

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

言葉遣いはもちろん声のト～ン・口調・威圧的な
言動に注意しスタッフ自身が常に自分の言動を振
り返る余裕を持ち利用者さんに寄り添った介護を
行う。

施設・地域・できればご家族も交え避難訓練を行
いそこで生まれた問題や手順などマニュアルにも
反映していく。

運営推進会議で地域の役員さんの承諾を受けて
施設の庭作りに地域のミニデイ参加者さんに協力
してもらい利用者さんと共同作業してもらうイベン
トをおこない作業を通じて親しくなることができれ
ば施設への出入りも可能となってくる。

管理栄養士さんに専門的分野から現在の献立を
見直していただき栄養面で偏りや不足している栄
養分は無いかチェックしてもらい利用者さんが安
心して食事ができるように支援する。


